
福田湯田遺跡　現地公開資料
第２回  ふく   だ     ゆ     だ

【主催】岡山県古代吉備文化財センター

【日時】令和７年３月 14 日（金）

【場所】津山市福田
福田湯田遺跡発掘調査現場

10：00 ～ 15：00

皿川の流路の変遷

はじめに

　岡山県古代吉備文化財センターでは、一般国道

53 号（津山南道路）改築工事に伴い、平成２９

年度から発掘調査を行っており、今年で７年目を

迎えました。現在は、福田地区にある福田湯田遺

跡の発掘調査を行っています。

　これまでの調査で、皿川の流路の変遷が判明し、

古墳時代後期（約 1,400 年前）の川辺で祭祀に

利用されたと考えられる土器が見つかっています。

　調査区は、皿川の東側に位置しています。この周

囲の水田の形状を観察すると、南北方向に連なって

いる様子を何か所も見ることができます。このこと

から、皿川は今の姿に落ち着くまでに、幾度も流れ

が変わったようです。

　今回の調査では、古墳時代後期以前・古墳時代後

期・古代（約 1,400 ～ 800 年前、奈良～平安時代）

という３つの時期の皿川の流路が見つかりました。

調査成果と水田の形状から想定される流路の変遷を

復元したものが右図です。上流から運ばれた土砂の

堆積により、頻繁に流れを変えた様子を確認するこ

とができました。　
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第１図　調査地周辺の主な遺跡分布図 (1/25,000)
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    　第２図　調査成果から想定される皿川の流路と、新旧関係（1/4,000）
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古墳時代後期の皿川での祭祀

　古墳時代後期の皿川は、調査地を南西から北東の方

向へ流れていたようです。ここからは、写真１～４に

あるように、完全に近い形の土器がいくつも見つかっ

ています（第３図★印）。壊れているものも、周辺から

出土している破片と合わせると、元の形に復元ができ

るものばかりです。これらは川岸や礫洲（礫で形成さ

れる高まり）の上で出土していることや、土師器の甕（煮

炊きのための調理具）に使用した痕跡がほとんど見ら

れないことなどから、水辺の祭祀に用いられた可能性

を考えることができそうです。

　周辺には古墳時代後期の古墳が数多く分布している

ことから、これらを築いた人々との関連が窺えます。
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    　第３図　古墳時代後期の皿川と土器の出土地点（1/400）

    　写真１　土師器の甕（土器②）　

    　写真２　土師器の甕と高杯（土器⑮）　

    　写真３　土師器の甕、２個体（土器⑤）　

    　写真４　須恵器の甕（土器⑧）　

２区

④

⑤
②

⑭ ⑮
⑥

⑦

⑧

⑬

⑫

⑩

⑨

①★

★

★

★
★★

★

★

★

★

★

★

★

⑱

⑰⑲

⑯

★ ★

★

★

⑪★

X=-108160

X=-108180

X=-108200

Y
=
-
3
4
3
4
0

Y
=
-
3
4
3
5
0

10m0

網掛：礫洲範囲（一部略測を含む）
★　：完形になる土器の出土地点
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